
「インフルエンザのワクチンって、意味あるのですか？」という質問
をご家族から受けることがあります。「年によって変動しますが、だ
いたいインフルエンザワクチンは有効率60%ぐらいで、効果がありま
すよ」とお答えすると、「ほらやっぱり、そんなに低いなら打ちたく
ないです」という感想を言われることがあります。
しかし、それは本当に低いのでしょうか？
そんなことはありません。
本記事ではインフルエンザワクチンの有効率に関してご紹介しようと
思います。

小児科オンライン通信vol.24
インフルエンザの予防接種の有効率って
低いの？ーよくある誤解ー

ワクチンの効き目を「有効率」と呼びます。今回は一例として、イン
フルエンザ発症に関してあるシーズンのインフルエンザワクチンの有
効率が60%であった場合の考え方をお伝えします。
有効率60%とは、「100人にワクチンを打ったら60人は発症せず、
40人は発症する」という意味ではありません。正しい解釈は、「ワク
チンを打たずに発症した人のうち60%は、ワクチンを打っていれば発
症しなかったであろう」です。

有効率の正しい解釈

さらに詳しく聞いてみたい方は、ぜひ小児科オンラインでご相談くだ
さい。
新渡戸文化学園の保護者の方は何度でも無料でご利用いただけます。

小児科オンラインのご利用はこちらから

スマホでクリックすると追加できます

LINEの友だち追加

会員登録に必要な合⾔葉

※合言葉はサービス案内チラシにて
保護者の方にのみご案内しております

PCでご覧の方は「小児科オンラ
イン」とご検索いただくか右の
QRコードをスマートフォンでお
読み取りください。

例えば、20名のお子さんがいる保育園A園と保育園B園があったとし
ます。A園では全員がインフルエンザワクチンを打ったとします。B園
では誰も打たなかったとします。すると、同じ冬で比べたところ、A
園では4名がインフルエンザになりました。B園では10名でした。こ
の差である6名は、全員がワクチンを打ったA園の中で、「ワクチンを
打ったおかげで発症しなかった人」です。有効率とは、この「ワクチ
ンのおかげで発症しなかった6人」を「ワクチンを打たずに発症した
10人」で割った数です。
園のクラスで10名のインフルエンザの子が出た状況と4名とでは大き
な差ではないでしょうか。

もし20名の保育園だったら・・・

インフルエンザワクチンには限界もあり、打った人全員を守れるわけ
ではありません。ワクチンを打ったにもかかわらず今シーズン発症し
てしまった方もいらっしゃるかと思います。ただ、この冬にワクチン
を打っておらず、インフルエンザを発症してしまった方のうち、60%
の方は打っていれば防ぐことができたはずです。ぜひ、このイメージ
を持ちながら、毎年家族全員でしっかりインフルエンザワクチンを打
つことをお奨めします。

正しい解釈で正しい予防を

https://syounika.jp/doctors/4
https://lin.ee/rO3INMO

